
○
環
境
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
環
境
省
令
第
三
号
）
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
申
告
書
）

第
二
十
八
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲

（
新
設
）

げ
る
事
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
号
か
ら

第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

船
舶
所
有
者
（
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
船
舶
所
有
者
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地

二

法
第
三
十
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
賃
金
の
総
額

三

法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
一
般
拠
出
金
率

四

そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項

（
第
二
項
一
般
拠
出
金
の
充
当
）

第
二
十
九
条

機
構
は
、
法
第
三
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
未
納
の
第
二

（
新
設
）

項
一
般
拠
出
金
（
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
第
二
項
一
般
拠
出
金
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
充
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨

を
船
舶
所
有
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
船
舶
所
有
者
が
申
告
し
た
第
二
項
一
般
拠
出
金
の
延
納
の
方
法
）

第
三
十
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
第
二
項
一
般
拠

（
新
設
）

出
金
の
額
が
二
十
万
円
以
上
で
あ
る
船
舶
所
有
者
は
、
同
項
の
申
告
書
を
提
出

す
る
際
に
法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
延
納
の
申
請
を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

第
二
項
一
般
拠
出
金
を
、
四
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま
で
、
八
月
一
日
か

ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
及
び
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
各

（別紙2-2）P.1



改

正

案

現

行

期
に
分
け
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
船
舶
所
有
者
は
、
そ
の
第
二
項
一
般
拠
出

金
の
額
を
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
各
期
分
の
第
二
項
一
般
拠
出
金
と
し

て
、
最
初
の
期
分
の
第
二
項
一
般
拠
出
金
に
つ
い
て
は
そ
の
年
度
の
初
日
か
ら

五
十
日
以
内
に
、
八
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
の
期
分
の
第
二
項
一
般

拠
出
金
に
つ
い
て
は
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
十
二
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
分
の
第
二
項
一
般
拠
出
金
に
つ
い
て
は
十
一
月
三
十
日
ま
で

に
、
そ
れ
ぞ
れ
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
機
構
が
決
定
し
た
第
二
項
一
般
拠
出
金
の
延
納
の
方
法
）

第
三
十
一
条

前
条
の
規
定
は
、
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す

（
新
設
）

べ
き
そ
の
不
足
す
る
第
二
項
一
般
拠
出
金
に
係
る
法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る

延
納
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
第
一
項
中
「
法
第
三

十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
三
十
九
条
第
三
項
」
と
、
「
同
項
の
申

告
書
を
提
出
す
る
際
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
項
一
般
拠
出
金
を
納
付
す
る
際
」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
そ
の
年
度
の
初
日
か
ら
五
十
日
以
内
」
と
あ
る
の
は

「
法
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
十
五
日
以

内
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
船
舶
所
有
者
は
、
最
初
の
期
分
以
外
の
各

期
分
の
第
二
項
一
般
拠
出
金
の
う
ち
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
準
用

す
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
が
最
初
の
期
分
の
第
二
項
一
般
拠
出

金
の
納
期
限
よ
り
先
に
到
来
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規

（別紙2-2）P.2



（別紙2-2）P.3

改

正

案

現

行

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
の
期
分
の
第
二
項
一
般
拠
出
金
の
納
期
限
ま
で
に
、

最
初
の
期
分
の
第
二
項
一
般
拠
出
金
と
と
も
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
別
拠
出
金
の
充
当
）

第
三
十
二
条

機
構
は
、
法
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
未
納
の
特
別

（
新
設
）

拠
出
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
充
当
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
特

別
事
業
主
（
法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
特
別
事
業
主
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
拠
出
金
の
延
納
の
方
法
）

第
三
十
三
条

法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
特
別
拠
出
金

（
新
設
）

の
額
が
二
十
万
円
以
上
で
あ
る
特
別
事
業
主
は
、
特
別
拠
出
金
を
納
付
す
る
際

に
法
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
延
納
の
申
請

を
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
特
別
拠
出
金
を
、
四
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま

で
、
七
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
及
び
翌
年
一
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
各
期
に
分
け
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
特
別
事
業
主
は
、
そ
の
特
別
拠
出
金
の
額

を
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
を
各
期
分
の
特
別
拠
出
金
と
し
て
、
最
初
の
期
分

の
特
別
拠
出
金
に
つ
い
て
は
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受

け
た
納
期
限
ま
で
に
、
そ
の
後
の
各
期
分
の
特
別
拠
出
金
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
期
の
初
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
十
五
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。



（別紙2-2）P.4

改

正

案

現

行

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
延
納
を
す
る
特
別
事
業
主
は
、
最
初
の
期
分
以
外
の

各
期
分
の
特
別
拠
出
金
の
う
ち
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
が
最
初
の
期
分

の
特
別
拠
出
金
の
納
期
限
よ
り
先
に
到
来
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
最
初
の
期
分
の
特
別
拠
出
金
の
納
期
限
ま

で
に
、
最
初
の
期
分
の
特
別
拠
出
金
と
と
も
に
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
四
条

前
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す

（
新
設
）

べ
き
そ
の
不
足
す
る
特
別
拠
出
金
に
係
る
法
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法

第
四
十
条
の
規
定
に
よ
る
延
納
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
法
第
四
十
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
法

第
四
十
九
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
第
二
項
一
般
拠
出
金
等
の
申
告
及
び
納
付
）

第
三
十
五
条

法
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
告
書
は
、
機
構
に
提
出
し

（
新
設
）

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
二
項
一
般
拠
出
金
、
特
別
拠
出
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
は
、

機
構
に
直
接
納
付
す
る
場
合
の
ほ
か
は
、
金
融
機
関
に
設
け
ら
れ
た
機
構
の
口

座
に
払
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
二
項
一
般
拠
出
金
、
特
別
拠
出
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
納

付
は
、
納
入
告
知
書
に
係
る
も
の
を
除
き
納
付
書
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

法
第
三
十
九
条
第
二
項
並
び
に
法
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定

に
よ
る
通
知
は
、
納
入
告
知
書
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（別紙2-2）P.5

改

正

案

現

行

（
滞
納
処
分
の
証
明
書
）

第
三
十
六
条

法
第
四
十
一
条
第
四
項
（
法
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

（
新
設
）

を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
滞
納
処
分
の
た
め
財
産
の
差
押
え
を
す
る
と
き

は
、
差
押
え
を
す
る
機
構
の
職
員
は
、
そ
の
行
為
に
関
し
正
当
な
権
限
を
有
す

る
者
で
あ
る
こ
と
を
示
す
様
式
第
二
に
よ
る
証
明
書
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
公
示
送
達
の
方
法
）

第
三
十
七
条

法
第
四
十
四
条
（
法
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

（
新
設
）

。
）
の
規
定
に
よ
り
国
税
徴
収
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
第
二
項
一
般
拠
出

金
、
特
別
拠
出
金
そ
の
他
法
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
公
示
送
達
は
、

機
構
の
理
事
長
が
送
達
す
べ
き
書
類
を
保
管
し
、
い
つ
で
も
送
達
を
受
け
る
べ

き
者
に
交
付
す
る
旨
を
機
構
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
行
う
。

（
証
明
書
の
様
式
）

（
証
明
書
の
様
式
）

第
三
十
八
条

法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
書
は
、

第
二
十
八
条

様
式
第
三
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

法
第
五
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
携

帯
す
べ
き
証
明
書
は
、
様
式
第
四
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３

法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定

法
第
五
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
書
は
、
様
式
第
五
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
書
は
、
様
式
第
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

４

法
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定

２

法
第
五
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
書
は
、
様
式
第
六
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

に
よ
り
携
帯
す
べ
き
証
明
書
は
、
様
式
第
三
に
よ
る
も
の
と
す
る
。



（別紙2-2）P.6

改

正

案

現

行

（
書
類
の
保
存
義
務
）

第
三
十
九
条

船
舶
所
有
者
若
し
く
は
特
別
事
業
主
又
は
船
舶
所
有
者
若
し
く
は

（
新
設
）

特
別
事
業
主
で
あ
っ
た
者
は
、
法
又
は
こ
の
省
令
に
よ
る
第
二
項
一
般
拠
出
金

又
は
特
別
拠
出
金
に
関
す
る
書
類
を
、
そ
の
完
結
の
日
か
ら
三
年
間
保
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。


